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骨
一
体
み
業

の

開
始
に
つ
い
て

大
洗
軒
長

1t 
内

宏

町
民
の
皆
様
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

一
皆
様
方
が
長
年
に
わ
た
っ
て
強
く
望
ま
れ
て
い
ま

し
た
「
役
場
の
昼
休
み
業
務
」
の
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
就
任
以
来
こ
の
一
年
間
、
片
時
も
私
の
脳
裏
を

は
な
れ
ず
そ
の
実
現
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
こ
の

3
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

皆
様
の
熱
い
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
町
大
洗
の
皆
さ
ん
は
良
く
働
く
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
水
産
加
工
場

や
そ
の
他
の
事
業
所
に
働
く
共
働
き
の
主
婦
も
多
く
、

仕
事
場
の
昼
休
み
の
時
間
を
利
用
し
て
役
場
を
訪
れ
、

用
も
足
せ
ず
に
帰
ら
れ
る
姿
を
幾
度
か
見
受
け
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
都
度
申
し
訳
け
の
な
さ
を
強
く
感

じ
て
い
た
訳
け
で
あ
り
ま
す
。
市
し
反
面
、
こ
の
間

題
は
多
く
の
難
し
さ
を
含
ん
で
お
り
、
県
内
の
他
市

町
村
で
も
部
分
的
に
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
幾
つ
か
あ
る
と
開
い
て
お
り
ま
す
が
全

体
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
皆
無
の
状
況
に
あ

り
ま
し
た
。

幸
い
軒
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
も
地
域
の
実
情
を
良

く
理
解
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
の
で
実
施
に
踏
み
切

る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
生
活
優
先
の
軒
政
理
念
の
も

と
に
、
皆
様
方
に
広
く
親
し
ま
れ
る
役
場
づ
く
り
に

一
層
励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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夏
海
矢
場
地
区
の
み
な
さ
ん

込

集
落
環
境
改
善
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰

お

去
る
2
月
8
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
農
村
生
活
改

善
大
会
で
、
当
町
矢
場
地
区
の
皆
さ
ん

が
地
域
で
の
開
明
る
い
生
活
づ
く
り
の
模

範
と
し
て
茨
城
県
知
事
と
茨
城
県
住
み

よ
い
む
ら
つ
く
り
協
議
会
長
か
ら
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

近
年
、
農
村
や
農
業
を
と
り
ま
く
社

会
情
勢
は
大
き
く
ゆ
れ
動
き
農
業
の
経

営
形
体
や
隣
近
所
の
お
付
き
合
い
な
ど

の
生
活
環
境
ま
で
も
が
大
き
く
変
化
し

主宰

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
矢

場
地
区
の
皆
さ
ん
は
地
域
に
根
ざ
し
た

真
の
文
化
生
活
を
、
と
、
地
区
内
の
下

水
の
清
掃
・
消
毒
な
ど
の
作
業
や
、
そ

菜
生
産
集
団
を
中
心
に
農
協
婦
人
部
、

子
供
会
・
消
防
団
な
ど
各
種
団
体
の
話

し
合
い
の
場
を
設
け
る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
留
り
、
更
に
、

集
溶
く
る
み
で
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
を

お
し
進
め
る
な
ど
、
住
み
よ
く
暮
す
た

め
の
工
夫
と
地
域
の
連
帯
を
深
め
る
た

め
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ

れ
ら
の
活
動
が
広
く
認
め
ら
れ
受
彰
さ

れ
た
わ
け
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
さ
い

ま
し
た
。

大
洗
と
い
え
ば
松
、
古
く
か
ら
唄
に

も
く
っ
た
わ
れ
、
続
し
ま
れ
て
き
た
松
の

林
は
私
た
ち
の
住
む
前
を
単
に
彩
り
、

景
勝
を
つ
く
り
出
す
だ
け
で
な
く
、
品
川

砂
や
潮
害
、
子
山
I
h
等
か
ら
人
々
の
生
活

を
守
り
、
多
く
の
恩
恵
と
安
ら
ぎ
を
も

た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

こ
こ
数
年
、
松
く
い
虫
の
猛
威
の
前
に

次
々
と
そ
の
姿
を
消
し
、
私
た
ち
に
大

き
な
不
安
感
を
h
丁
、
え
て
お
り
、
同
で
も

被
害
防
除
に
全
力
を
あ
げ
努
力
し
て
い

ま
す
が
、
過
日
、
有
志
の
方
々
が
集
り
、

地
域
住
民
も
防
除
に
積
駆
的
に
協
力
す

る
ニ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
白
か
ら
の
手

で
大
切
な
松
を
守
ろ
う
。
と
、
大
洗
町

松
を
守
る
会
(
田
崎
竜
太
会
長
、
会
員

部
名
)
を
結
成
し
ま
し
た
。

会
で
は
こ
れ
か
ら
事
業
計
画
に
も
と

づ
い
て
、

m
V広
報
や
普
及
啓
蒙
活
動
と
し
て
、
川

松
く
い
虫
の
生
態
や
防
除
の
適
期
、

方
法
等
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
、
パ
ン

J i先瞳rfひ

こ
の
程
新
町
小
沼
酉
之
助
氏
よ
り
町

民
の
皆
さ
ん
に
、
少
し
で
も
読
書
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
読
書
活
動
用
に

改
造
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

寄
贈
者
の
小
、
泌
さ
ん
は
非
常
な
読
書

家
で
、
自
宅
に
も
数
多
く
の
蔵
書
を
お

持
ち
で
、
以
前
に
も
図
書
を
寄
贈
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
最
近
、
テ
レ
ビ
等
の
普

及
で
読
書
を
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に

町
で
は
四
月
よ
り
町
内
地
区
別
に
巡
回

区
域
を
設
置
し
て
、
読
書
活
動
の
推
進

フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
配
布
、
同
初
除

に
つ
い
て
の
講
演
会
、
座
談
会
、
映

画
会
の
開
催
、

ωけ
同
市
や
町
で
行
な
う

防
除
事
業
へ
の
協
力
体
制
づ
く
り
、

②
白
、
器
削
除
を
推
進
す
る
た
め
、
開
庭

木
等
を
含
め
て
、
所
有
者
に
対
し
て
、

防
除
時
期
、
薬
品
、
方
法
、
の
指
導
、

同
自
主
防
徐
の
不
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
の
紡
除
、
付
所
有
者
に
対
す
る

防
除
に
つ
い
て
の
弊
蒙
と
白
、
五
防
除

の
実
施
指
導
。

③
緑
化
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
川
川
被

害
木
村
倒
跡
地
、
え
の
植
林
指
導
等
、

を
活
発
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
遠
い
品
目
か
ら
先
人

た
ち
の
手
で
大
切
に
引
き
継
が
れ
て
き

た
、
賞
雷
一
一
な
郷
土
の
財
産
を
松
く
い
虫

の
被
害
か
ら
守
り
、
皆
さ
ん
の
予
で
後

世
に
確
実
に
手
渡
す
よ
う
に
い
た
し
ま

し
ょ
、
7
。

と
地
域
読
書
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
目
的

に
巡
回
図
書
を
実
施
す
る
計
顕
で
す
。

町
民
の
皆
様
ご
利
用
下
さ
い
。

寄
贈ト

ヨ
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R
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、
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、
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保
育
所
長

荒

蒔

節

第
2
保
育
所
長

近

藤

正

保
健
衛
生
係
長

石

田

光

土

木木
係

村長

工
務
係
長

宮

崎

広
報
、
公
糖
、
原
子
力
、
秘
書
、
住
民
相
談
、
法
務

人
権
、
・
行
政
相
談

総
合
企
画
調
整
、
広
域
行
政
、
国
土
利
用
計
画
、
防
災
計

図
、
特
定
開
発
計
画
、
企
業
誘
致
、
統
計
調
査
、
庁
議

財
政
、
予
算
、
決
算
、
監
査

人
事
、
給
与
、
条
例
、
規
則
、
議
会
、
文
書
、
町
内

会
、
職
員
福
利
厚
生
、
戦
闘
員
研
修
、
職
員
団
体

交
通
安
全
対
策
、
効
犯
、
交
通
災
害
共
済

町
有
財
産
の
取
得
、
処
分
、
管
理
、
物
品
調
達
管
理

庁
舎
管
理

町
田
市
民
税
の
獄
謀
、
徴
収
、
県
民
税
報
告
、
諸
証
明

原
付
自
転
事
襟
識
の
交
付
、
納
税
貯
蓄
組
合

回
定
資
産
税
の
賦
課
、
徴
収
、
特
別
土
地
保
有
税
の

賦
課
徴
収
、
諸
託
明

窓
口
業
務
全
般
、
日
雇
健
康
保
険
(
住
民
の
異
動
、

一
戸
籍
溜
受
理
、
そ
の
他
諸
証
明
の
交
付
)

住
民
基
本
台
娠
の
作
成
、
務
理
管
理
、
一
戸
籍
の
記
載
、

編
成
、
外
国
人
登
録
、
人
口
動
態

国
民
年
金
、
福
祉
年
金

国
民
健
康
保
険
、
老
人
症
療
、
福
祉
医
療

社
会
福
祉
、
母
子
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
精
薄
先
福

祉
、
戦
傷
戦
残
者
福
祉
、
老
人
福
祉
、
老
人
団
体
、

慈
の
家
、
権
災
救
援
護
、
躍
災
証
明

児
童
福
祉
、
保
育
所
措
議
、
児
支
手
当
、
遊
間
協
施
設

保
育
業
務

保
脊
業
務

保
問
符
業
務

保
健
予
防
、
予
防
接
稜
、
献
血
運
動
、
機
能
回
復
訓
練

環
境
衛
生
行
政
指
導
、
畜
大
登
録
、
狂
犬
予
防
、
野
犬
捕

獲
、
公
害
、
き
れ
い
な
町
づ
く
り
推
進
、
軒
町
営
墓
地
管
理
、

浄
化
槽
設
置
運
営
の
指
導
、
火
葬
場
業
務

こ
み
処
理
業
務
、
不
法
投
棄
処
理

港
湾
、
建
築
設
計
管
理
、
建
築
指
導
確
認
、
町
営
住

宅
建
設
管
理

道
路
、
橋
梁
、
河
川
、
排
水
等
諸
土
木
工
事

道
路
管
理
、
境
界
確
認
、
道
路
用
地
取
得

工
事
の
施
行
手
続
、
事
業
の
計
画
調
整
、
換
地
計
関
処
分
、

保
留
地
管
輝
一
区
商
整
理
一
登
記
、
換
地
精
算
金
徴
収
交
付

工
事
施
行
、
設
計
管
理

建
物
工
作
物
の
移
転
、
徐
却
補
償
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寸

県
内
市
町
村
の
次
代
の
商
工
会
を
担

う
青
年
部
の
皆
さ
ん
が
、
企
業
経
営
の

第
一
線
で
の
活
動
の
中
で
、
日
頃
、
感

じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
、
第
日
田

県
商
工
青
年
の
、
主
張
発
表
会
が
去
る
2

月

7
8
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
「
集
会

室
L

で
捌
名
の
聴
衆
を
集
め
開
催
さ
れ

L、らあお議ま第99号(3) 

関

之

申
JCρ 

〈
磯
浜
)

ま
し
た
。
こ
れ
は
県
商
工
会
連
合
会
と

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
が
共
催
し
て

e

毎
年
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
発
表
者

は
県
内
6
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
2

名
づ
っ
選
出
さ
れ
、
当
町
商
工
会
青
年

部
副
部
長
の
今
関
さ
ん
も
中
央
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
関
さ
ん
は

η
若
手
経
営
者
と
し
て

の
自
覚
u

と
い
う
テ
!
?
で
、
比
較
的

平
穏
の
、
っ
ち
に
推
移
し
て
き
た
地
域
商

業
経
営
の
問
題
も
、
ロ
ー
カ
ル
・
ス
ー

パ
ー
と
い
う
大
型
庖
の
進
出
に
よ
っ
て

科
学
の
先
端
を
ゆ
く
原
子
力
、
こ
の

関
連
施
設
を
持
つ
私
た
ち
大
洗
町
民
に

と
っ
て
、
原
子
力
問
題
は
無
関
心
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
、
去
る
2
月
ロ
日
、

母
親
学
級
生
〔
各
保
育
所
(
関
)
所
属
〕

川
町
名
が
、
原
研
大
洗
、
動
燃
大
洗
、
東

海
村
に
あ
る
原
研
東
海
、
那
珂
湊
市
に

あ
る
放
射
性
医
学
総
合
研
究
所
を
そ
れ

ぞ
れ
見
学
し
ま
し
た
。

動
燃
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
に
着
い
た

学
級
生
た
ち
は
、
今
、
世
界
的
に
大
き

な
話
題
と
な
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
、
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
大
き
な

役
割
を
も
っ
原
子
力
問
題
等
、
こ
れ
ら

3量

大
き
く
揺
れ
動
き
、
そ
の
渦
中
で
商
鹿

経
営
者
と
し
て
の
苦
悩
と
こ
れ
を
打
破

す
る
ま
で
の
過
程
を
話
し
、
更
に
そ
の

中
か
ら
「
自
分
の
商
の
道
と
は
ス
ー
パ

ー
に
な
い
{
各
と
の
関
の
心
と
心
の
ふ
れ

合
い
を
大
切
に
し
、
答
の
喜
び
を
自
分

の
喜
び
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
。
こ
れ

か
ら
は
視
野
を
も
っ
と
ひ
ろ
げ
、
士
口
い

体
質
か
ら
ぬ
け
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。
現
在
建
設
中
の
流
通
港
湾
を

中
心
に
、
町
白
体
の
変
貌
に
対
応
す
べ

く
研
究
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
内
容
や
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
の
話

を
、
大
洗
研
究
所
、
木
下
保
安
管
理
課

長
、
動
燃
、
本
士
口
総
務
課
長
の
説
明
を

聞
い
た
り
、

P
R
館
に
置
い
て
あ
る
実

物
の
%
で
作
ら
れ
た
高
速
増
殖
炉
」
吊

陽
。
の
模
型
や
パ
ネ
ル
で
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
動
燃
構
内
、
原
研
構
内
を
一

周
し
各
施
設
の
説
明
を
受
け
、
熱
心
に

勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
パ
ス
で
東
海
村
の
原
研
、

那
珂
湊
市
に
あ
る
放
医
研
を
見
学
、
原

研
東
海
研
究
所
で
は
高
田

J
R
R
l
l

記
念
館
長
か
ら
、
放
医
研
那
湊
支
所
で

は
大
桃
博
士
、
小
柳
博
士
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
懇
切
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

終
了
後
、
お
か
あ
さ
ん
方
は
「
町
に

こ
ん
な
大
き
な
原
子
力
施
設
が
あ
る
こ

と
を
複
接
自
で
見
て
知
る
こ
と
が
出
来
、

大
変
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
U

と
見
学
に

参
加
さ
れ
た
感
想
を
の
べ
て
い
ま
し
た
1

に表敬訪問

にのって

梅むすめ

こ
と
じ
な
ど
、
自
分
の
体
験
か
ら
え
た

認
識
と
こ
れ
を
自
覚
し
え
た
喜
び
を
発

表
し
、
見
事
第
3
位
の
栄
冠
を
獲
得
し

ま
し
た
。

今
関
さ
ん
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を

心
か
ら
期
待
し
ま
す
。

水
遂
事
業
管
浬
者
大
洗
町
長

竹

内

宏

梅
を
あ
し
ら
っ
た
揃
い
の
振
袖
姿
も

艶
や
か
に
、
選
ば
れ
た
叩
人
の
柿
憎
む
す

め
が
去
る
2
月

1
a、
表
敬
訪
問
の
た

め
来
庁
し
ま
し
た
。

春
の
季
節
に
魁
が
け
て
の
こ
の
来
町

は
、
来
る
2
月
却
日
か
ら
3
月
抗
日
ま

で
の
間
聞
か
れ
る
、
倍
楽
園
で
の
か
水

戸
の
梅
ま
つ
り
。
の

P
R
を
兼
ね
て
の

訪
問
で
、
さ
す
が
は
水
戸
の
看
板
娘
、

美
人
揃
の
娘
さ
ん
た
ち
に

B
頃
殺
風
景

な
役
場
庁
舎
内
も
一
瞬
華
や
か
に
な
ご

み
ま
し
た
。

水
戸
の
梅
ま
つ
り
が
始
ま
る
と
、
当

町
叫
に
も
観
梅
を
兼
ね
て
の
来
遊
客
が
相

当
数
、
入
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ

、つ。

ム口、~J'田kz 
重

雄

j車E勇

農
林
水
産
課
長

大

川

昇

商
工
観
光
課
長

山

口

忠

福
祉
担
当
主
交

佐

藤

忠

出
納
室
長

飯

島

水

回議!
長

山

教
育
委
員
会
事
務
局
長

高

柳

隆

雄

サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長

鈴

木

博

之

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

繍

小

野

崎

剛

農
業
委
員
会
事
務
局
長

崎
明
大
川
日
升
作

議
会
事
務
局
長

宮

本

道

尚

康

j若日
乃

C
L
 

計
画
係
長

大

谷

古車
キ設
M 係

)11長

水
産
係
長

宮

本

農

朝日政
係
長

司

農
業
共
済
係
長

胤

明

大

川

昇
戸比，

F告広友ム
口

、w
J
t

池
方
卸
売
市
場
管
理
係
長

江

橋

喜

久

雄

践
工
観
光
係
長

井

上

裕

工

米誌
ハ1長

学
校
教
育
係
長

高

橋

忠

総
務
係
長

佐
久
間

予
防
係
長

石

塚

警
防
係
長

高

木

第

自一
中
隊

土長

第

i、長
ITlV 

J自D:

武正康出
申
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英i羊

夫

組
合
施
行
事
業
育
成
指
導
、
土
地
利
用
計
額
、
用
途

地
域
計
画
、
開
発
許
可
、
屋
外
広
告
物
許
可

男

公
共
下
水
道
、
計
画
街
路
、
公
閤
緑
地

{女

漁
業
及
び
水
産
加
工
業
の
振
興
育
成
、
漁
港
、
水
難

救
済
事
業

男

農
業
、
林
業
、
資
産
業
の
振
興
育
成
、
農
業
団
体
育

成
指
導

作

農
作
物
、
家
畜
、
建
物
共
済

地
方
卸
売
市
場
、
冷
凍
冷
蔵
庫
運
営
管
理

美

商
工
業
の
脊
成
指
導
、
観
光
事
業
、
消
費
者
行
政
、

労
働
福
祉
行
政
、
貯
蓄
推
進

社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
団
体
育
成
指
導
及
福
祉
相
談

各
会
計
、
出
納
業
務

業
務
の
総
合
調
整
、
予
算
、
決
算
、
会
計
事
務
管
理

契
約
、
広
報

営
業
の
企
画
、
業
務
統
計
、
検
針
、
水
道
料
金
調
定
、
徴
収
、

給
水
装
澄
、
設
計
、
施
工
管
理
、
検
査
、
修
繕
工
事

施
設
の
維
持
管
理
、
末
端
水
質
管
理
、
施
設
の
設
計

施
工
、
資
材
管
理

浄
水
場
推
持
管
理
、
水
質
管
理
、
取
水
場
及
び
導
水

施
設
管
理

小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
額
基
本
計
画
推
進
、
悶
施

設
設
備
事
務
、
そ
の
他
補
助
事
務

社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
文
化
財
保
護
、
青
少
年
育

成
指
導
.

サ
イ
ク
リ
ン
ク
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

選
挙
の
管
理
執
行
及
び
慾
発
に
関
す
る
事

農
業
に
隠
す
る
振
興
計
画
の
樹
立
及
び
実
施
の
推
進

に
関
す
る
答
申
農
地
の
転
用
、
交
換
、
売
買
等
の
審

議
進
達
、
農
業
者
年
金

議
会
運
営
事
務

水

総
合
企
酒
調
整
、
人
事
、
給
与
、
経
理
、
条
例
、
規
則
、
訓
訓

令
、
教
養
、
管
成
文
書
、
職
員
福
利
厚
生
、
消
防
団
事
務

栄

建
築
同
意
、
防
火
指
導
管
理
、
危
険
物
等
規
制
、
火
気
使
用

制
限
、
火
災
原
悶
調
査
、
権
災
証
明
、
諸
扇
の
受
理
、
広
報

明

消
防
カ
の
配
備
、
消
防
計
画
、
警
戒
、
防
ぎ
ょ
、
演
留
、
地
理

水
利
保
全
、
無
線
適
用
、
気
象
観
測
等
の
計
磁
、
警
報
発
令

昇

水
火
災
等
警
防
活
動
、
防
火
対
象
物
、
危
険
物
製
造

所
等
の
調
査
並
び
に
立
入
検
査
、
機
械
器
具
の
保
全

地
理
水
利
調
室
保
全
、
各
種
訓
練
、
救
急
救
助
活
動

医
療
機
関
と
の
連
絡



(4) 第99号

動
燃
@
大
洗
工
学
セ
ン
タ

i

~"\ 

純
国
産
の
技
術
を
誇
る
当
町
所
在
の

高
速
実
験
炉

n
常
陽
H

は
去
る
昭
和
白

年
4
月
払
日
、
国
内
外
の
注
目
を
浴
び

な
が
ら
臨
界
に
達
し
、
各
方
面
の
祝
福

を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
各
種
多

項
目
に
わ
た
る
試
験
を
実
施
し
な
が
ら

段
階
的
に
出
力
上
昇
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。
昭
和
臼
年
7
月
に
は
5
万
附
の

第
一
期
性
能
試
験
に
成
功
、
引
続
き
日

年
7
月
に
第
二
期
日
万
削
に
到
達
、
そ

の
後
定
期
検
査
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
日
年
2
月
に
は
日
万
削
の
定
格
試

験
を
行
な
う
た
め
の
使
用
前
検
査
に
合

格
し
ま
し
た
。
今
後
は
自
主
計
画
に
も

と
づ
く
定
格
運
転
に
入
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

昭
和
白
年
4
月
臨
界
に
な
っ
て
よ
り
、

ぷ
高
炉
は
そ
の
信
頼
性
を
確
認
し
な

が
ら
順
調
な
経
過
を
た
ど
り
、
日
本
の

技
術
水
準
の
高
さ
を
実
証
し
ま
し
た
。

払治羽
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一

為

ミ

i，一季多界
j

げ

γγ::…長
一
コ
野
一
隣
隣
」

5伶
こ
~
コ
〈
予
ど
」
〉
霊
多
柔
発
最
要
大
な
主
要
因

Tとし
主
て
挙
存
げ
叩

3

伊

E膨鹿
rri請
〆

苛

口

*
:
J
γ
長

鰭

鯵

互

い

出

τ回
計
四

Z
E
M
部

官

官

A

句

F

F

W

A

一
簿
外

?
1
Jふノカ
2
4
6

ら

れ

る

で

あ

ろ

う

。

一

一

臨

ジ

議

願

い

文

日

間

以

凶

作

品

一

一

m

j

グ

、

本

県

は

総

カ

を

あ

げ

て

、

事

故

多

発

叫

同
本
日
は
二
月
十
七
日
の
日
曜
日
、
国
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
死
者
数
は
ワ
|
県
の
汚
名
を
先
づ
返
上
し
な
け
れ
ば
叩

回

毎

日

の

新

聞

を

読

む

順

序

と

し

て

、

ス

ト

八

伎

と

悲

し

い

記

録

を

毎

年

更

な

ら

な

い

。

山

町
い
は
ら
き
の
交
通
事
故
県
警
本
部
の
新
し
て
い
る
が
、
何
故
こ
の
記
録
の
人
関
は
道
路
を
離
れ
て
生
き
る
こ
問

問

集

計

を

見

る

。

減

少

が

で

き

な

い

の

で

あ

ろ

う

か

。

と

は

出

来

な

い

。

道

路

は

生

活

本

拠

問

問
十
五
尽
の
事
故
件
数
一
一
一

O
件
、
死
本
県
の
道
路
延
長
は
国
県
道
、
市
の
延
長
で
あ
り
、
文
化
、
福
祉
の
銭
叫

問
者
二
人
、
負
傷
者
三
四
人
、
今
年
の
累
町
村
道
併
わ
せ
て
五
九
、
八

0
0キ
ロ
で
あ
る
。
歩
行
者
も
運
転
者
も
交
通
制

御
計
一
、
一
一
七
件
、
死
者
一
一
一
由
人
、
負
と
全
国
第
二
伎
の
長
大
路
線
で
構
造
法
規
、
交
通
道
徳
に
徹
す
る
こ
と
は
明

開
傷
者
一
、
四
九
九
人
と
報
じ
て
い
る
。
的
に
危
険
箇
所
が
多
く
、
道
路
環
境
勿
倫
、
道
路
構
造
競
模
も
、
道
路
環
四

四
五
十
三
年
の
死
者
三
三
一
人
、
五
も
又
未
整
備
で
あ
る
こ
と
。
境
箆
備
も
人
命
尊
重
を
最
大
目
的
と
町

山
十
四
年
三
二
ハ
人
、
五
十
五
年
は
一
、
現
在
の
警
祭
官
の
定
数
三
、
一
一
一
四
O

し
て
再
建
さ
れ
、
不
安
に
お
の
の
く
叩

四
五
ヶ
月
で
三
四
人
と
な
っ
た
。
人
で
、
交
通
指
導
取
締
に
全
員
を
投
道
路
、
死
影
の
つ
き
ま
と
っ
道
路
か
四

回

大

量

の

モ

i
タ
リ
ぞ

i
シ
ョ
ン
時
入
し
た
と
し
て
も
、
一
七
・
六
キ
ロ
に
ら
脱
却
し
て
、
文
化
、
福
祉
の
道
路
四

回
代
と
な
っ
て
、
本
県
の
卒
輔
台
数
は
一
人
の
負
担
割
合
は
、
全
関
一
平
均
に
に
患
、
え
る
な
ら
ば
、
交
通
事
故
防
止
四

回
約
百
万
台
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
百
万
人
比
較
し
て
数
倍
の
高
負
担
と
な
っ
て
は
一
段
と
飛
躍
す
る
で
あ
ろ
う
。
同

町

に

達

し

よ

う

と

し

て

お

り

、

共

に

年

い

る

こ

と

。

本

県

ド

ラ

イ

バ

ー

の

交

問

時
率
一

O
%
の
増
勢
を
示
し
て
い
る
。
通
マ
ナ
ー
が
低
劣
で
飲
酒
運
転
、
ス
水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
一

時
本
県
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
全
ピ

i
ド

違

反

運

転

の

多

い

こ

と

等

が

大

洗

支

部

長

小

幡

五

朗

国

らあお書官昭和55年3月 1El 

一文芸講演と著者を国な会-

甚木賞受賞作「軒」でおなじみの
つなぶちけんじよう

作家網淵謙錠氏を迎えて一一

昭
和
五
十
五
年
度
の

間
走
資
産
税
〈
土
地
)
の

ふ

M
話
芸

き

土
地
に
関
す
る
罰
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
、
昨
年
(
昭
和
M
年
度
)
が
三
年

に
一
度
の
基
準
年
度
に
あ
た
っ
た
た
め

評
価
替
え
を
行
な
い
ま
し
た
。

本
来
こ
の
評
価
し
た
価
格
に
基
づ
い

て
課
税
す
る
の
が
建
前
で
す
が
税
負
担

が
急
激
に
増
加
す
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
段
階
的
に
評
価
額
に
近
づ
け
て
い
く

捻
霞
(
負
担
調
整
措
霞
)
を
と
っ
て
い

ま
す
。負

担
調
整
措
置
を
具
体
的
に
説
明
し

ま
す
と
、

O
算
式
に
よ
り
上
昇
率
を
求
め
ま
す
。

(
昭
和
弘
年
評
倣
額
・
一
・
昭
和
臼
年
課

税
標
準
額

l
上
昇
率
)

O
負
担
調
整
率
は
別
表
の
上
昇
率
の
区

分
毎
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

O
槌
っ
て
昭
和
白
年
及
び
昭
和
田
年
の 昭和55年 3J害時時(樹午後1:30~本 00

大洗時役場3階会議室

。著者を囲む会テーマ唱」について

氏

〔著者略盤〕大正13.9.21樺太の生れ。東大英文科卒。日本

ペンクラブ事務局長。快作「斬」で藍木賞受賞。

「苔の周辺」

錠謙j淵

き

0ところ

く〉文芸講演テーマ

高岡講師

。と

課
税
標
準
額
の
求
め
方
は
昭
和
臼
年

の
課
税
標
準
額
に
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担

調
整
率
を
乗
じ
て
求
め
そ
の
価
格
が

新
評
価
額
に
到
達
し
た
と
こ
ろ
で
評

価
額
諜
税
と
な
り
ま
す
。

毘定資産税、都市計画税の負担調整率

区分 上昇率の区分 負担調整率
卜一一一

1.30倍以下 1.101音

宅地など 1.30を越え1.7以下 1.201音

1. 70を超えるもの 1.30倍

1.15倍以下 1.051音

一般農地 1.15を超え1.3以下 1.10倍

1.30を超えるもの 1.201音

(別表)

舘

金

社

若葉域農立陸自聾

茨城壊議莞ブックク
大洗輔教欝護員

言葉 罪 事青 関

主催

後養護

料(どなたてのもお気軽に参加してください)入

自
動
車
の
移
転

ま
っ
消
登
録
に
つ
い
て

自
動
車
を
所
有
の
皆
さ
ん
、
昭
和
田

年
度
の
ム
自
動
車
税
を
納
め
る
時
期
(
昭

和
田
年
5
月
白
日
納
期
限
)
が
ま
も
な

く
ま
い
り
ま
す
が
、
他
人
に
自
動
車
を

転
売
し
た
車
の
「
名
儀
変
更
受
録
」
や

使
用
不
能
に
よ
り
解
体
し
た
り
又
は
、

車
検
切
れ
に
よ
り
庭
先
等
に
放
置
し
て

あ
る
率
の
「
ま
つ
消
受
録
」
の
手
続
き

き
を
怠
り
ま
す
と
、
た
と
え
自
動
車
が

な
く
て
も
、
又
使
用
し
て
い
な
く
て
も

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ

れ
等
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
管
轄
の
陸
連
事
務
所

で
手
続
き
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
茨
城
県
陸
連

事
務
所
(
雷
0
2
9
2
@
5
1
1
8
)

又
は
水
戸
県
税
事
務
所
(
宮
0
2
9
2

@
8
1
1
1
内
線
9
6
7
)
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

0整理券は当日会場で先着100名様にお渡しします。

心
身
障
害
者
の
保
護
者
に
と
勺
て
、
も
っ
と
も
大
き
な
協
み
は
、
自
分
に
万

一
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
の
子
供
た
ち
の
扶
養
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
の
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
子
供
た
ち
の

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
民
的
と
し
て
こ
の
制
度
が
昭
和

四
十
五
年
に
発
足
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

|
加
入
で
き
る
方

心
身
障
害
者
を
扶
養
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
と
き

①
臼
オ
未
満
で
あ
る
こ
え

②
特
別
の
疾
病
ま
た
は
障
害
の
な
い
こ
と
o

i
心
身
障
害
者
と
は
|

①

精

神

薄

弱

者

。

シ

f
?
3

②
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
身
体
障
害
者

③
そ
の
他
の
障
害
で
、
①
・
②
と
向
桂
度
の
も
の

o

i
掛

金

i

掛
金
の
額
は
、
加
入
者
の
年
令
に
よ
っ
て
、
一
、
四
O
O円
か
ら
六
、
八

O

O
円
ま
で
で
す
。

O
加
入
者
の
所
得
額
に
よ
っ
て
、
掛
金
の
減
免
が
あ
り
ま
す
。

i
年
金
の
支
給
i

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
ま
た
は
廃
疾
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
月

か
ら
毎
月
二
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

i
加
入
申
込
み
!

加
入
の
申
込
み
は
、
役
場
厚
生
課
で
受
付
け
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
あ
ら
ま
し

年
金
を
、
つ
け
て
い
な
い
母
子
家
庭
に
対
し
て
経
済
的
援
助
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ー
手
当
を
受
け
る
資
格

i

十
八
オ
未
満
(
廃
疾
の
場
合
は
二
十
オ
未
満
)
の
次
の
条
件
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
で
、
公
的
年

金
(
障
害
福
祉
年
金
・
老
令
福
祉
年
金
は
別
)
を
、
つ
け
て
い
な
い
方
で
す
。

O
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
支

O
父
が
死
亡
し
た
児
支

O
父
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児
童
ヰ

O
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

O
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

O
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

O
母
が
婚
期
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
(
父
が
認
知
し
た
児
童
は
除
き
ま

す
)

し
か
し
、
こ
の
制
度
に
は
所
得
制
限
が
あ
っ
て
、
一
定
の
額
を
こ
え
た
と

き
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ー
手
当
の
額
|

一
人
の
と
き
:
:
:
月
額
二
六
、

0
0
0円

一
一
人
の
と
き
:
・
・
:
月
額
二
八
、

0
0
0円

三
人
以
上
の
と
き
、
児
童
一
人
に
つ
き
四

O
O円
の
加
算

|
請
求
の
手
続
!

役
場
厚
生
課
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
の
あ
ら
ま
し
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大洗町磯浜田T1132

95.7m' 

16.6m' 

木造二階建

昭和54年 9月 1日-11月19B 

(株)三上設計事務所

武i歳屋工務J百

1，473，000fIl 

大洗剤磯浜田T8225-15

488.9m' 

76.4m' 

木造平家建

昭和54年 9月 1日-11月19日

(株)三上設計事務所

(株)関根工務ii5

5，616，000円

第 3分間

0所在地

0専主I也面干責

0 増築面積

。増築構造

0工期

0 設計~i浬

0施工

0総事業費

第 4分間

0 戸斤在 I也

0 敷地函積

0 建築関積

0建築構造

0工期

0 設計監理

o施工

0総事業費

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
必

ず
保
険
証
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
お
医
者
さ
ん
は
そ
れ
じ
よ
っ
て

み
な
さ
ん
が
国
保
に
加
入
し
て
い
る

こ
と
を
確
か
め
保
険
に
よ
る
診
療
を
行

い
ま
す
。
保
険
証
な
し
で
診
療
を
受
け

る
と
、
医
療
費
は
全
額
自
分
で
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
家
族
の

氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
に
間
違
い
が
な

い
か
ど
う
か
よ
く
確
か
め
、
裏
面
の
注

意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
下
さ
い
。

お
医
者
さ
ん
の
診
療
が
す
ん
だ
ら
、

必
ず
手
元
に
保
管
す
る
よ
、
つ
に
し
て
で

さ
い
。
よ
く
病
院
等
に
預
け
っ
ぱ
な
し

の
保
検
証
を
見
か
け
ま
す
が
、
紛
失
な

ど
の
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

14 

腫

他
市
町
村
へ
転
出
し
た
り
、
社
会
保

険
に
加
入
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
住
民
課
窓

口
へ
届
出
て
下
さ
い
。
手
続
き
が
送
れ
ま

す
と
非
常
に
不
利
設
に
な
り
ま
す
か
ら

退
く
も
十
四
日
以
内
に
届
出
て
下
さ
い
。

O
留
保
に
加
入
す
る
日

①
職
場
の
健
康
保
険
を
ぬ
け
た
日

②
転
入
し
て
き
た
日

③
出
生
し
た
日

④
生
活
保
護
を
う
け
な
く
な
っ
た
日

O
留
保
を
や
め
る

a

①
職
場
の
健
康
保
険
へ
加
入
し
た
日

の
翌
日

②
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
日
の
翌

口
μ

行
な
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
更
新
加
入
手
続
を
済
ま

せ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
未
加
入
の
方
も
同
様
で
す
。
是

非
加
入
し
ま
し
ょ
、
7
0

月 8 町 内 名 実施場所

3月3日例) f兄 自T 第4分間詰所(消防団)

4日(犬) 明神町、 1丁目、 2了包 第l分団詰所( " 

5日(7)<) 仲町、金沢町、新町、通町 第2分自詰所( " 

6日嗣 氷町、ヒ 釜 町 第3分間詰所( " 

14 B幽 寺釜、舟i度、蔵前、上宿、{中街 第5分間詰所( " 

10 B(月) 北清水、南清水、角ー 第6分間詰所( " 

11日(刈 神 山、)11 ロ 第8分間詰所( " 

12日付) 松 111 第9分間詰所( " 

13日付1 夏 I毎 第7分間詰所( " 

出張畳付付金場と日程

午前10時~午後4時まで

大人600円、中学生以下300円

しつけから⑮

現
在
、
皆
様
方
が
加
入
し
て
い
る
交

通
災
害
共
済
の
期
間
は
、
一
二
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
満
了
い
た
し
ま
す
。

町
で
は
、
五
十
五
年
度
の
交
通
災
家
口

共
済
の
出
張
加
入
受
付
を
左
記
に
よ
り

間

費

家震の中から

1 .時

2.会

⑮安全lま

③
死
亡
し
た
臼
の
翌
日

④
生
活
保
護
を
、
7
け
は
じ
め
た
日

保
険
証
の
有
効
期
間

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
二
月

十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
一
年
毎

に
書
替
、
交
付
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

も
三
月
二
十
四
日
頃
よ
り
新
し
い
保
険

誌
の
書
替
を
行
い
ま
す
。

保
険
証
を
紛
失
し
た
と
き

も
し
保
険
証
を
粉
失
し
た
り
、
破
っ

た
り
し
て
使
、
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

留
保
係
へ
届
け
を
出
し
て
再
交
付
を
受

け
て
下
さ
い
。
ま
た
修
学
の
為
、
他
市

町
村
へ
住
む
と
い
う
持
は
、
も
う
一
枚

の
保
険
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
在
学
証
明
書

と
保
険
証
、
印
か
ん
を
ご
持
参
の
上
、

居
保
係
へ
お
い
で
下
さ
い
。

保
検
証
は
大
切
に
取
り
扱
い
、
家
族
に

墜
(
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に

届
出
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

他人のふ')みて、 O
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
か
ら

健
康
家
族

O
正
し
い
受
診
で
明
日
へ
の
健
康

識がふりfd:おせ

独身男性B君、飲んで帰宅。

いい気分で布団に入り、ちょ

っといっぷ〈・・・・のゥもりが、

たばこを手にしたまま限ってしまった。熱きに

自覚めたときは椀と背中に大やけど、 B宅は全

焼し、隣家半焼した。

ζ3 
0 

木造密集地に建つアパート 2

階に住むC。火のついたまま

のたばこを窓からポイ。下見

板張外壁の間にたまっていた紙くずの上に落ち

た。住宅 2軒全焼。焼死者まで出した。

i骨たばこの投げ捨て厳禁、密集地でも野原でも隠じ。|

軍 亙v

土
地問

、
五
九
ぽ
(
一
八
坪
)

大
洗
町
磯
浜
町
一
二
一
九
一
番
地

大
洗
町
磯
浜
町
一
五

O
番
地

石

井

貞

男

殿

土
地
利
用
計
画
の
一
助
に
と
右
記

土
地
を
町
に
寄
糾
問
さ
れ
ま
し
た
。

※消前広場の符患についγ

実施日時 J7-1 容

2月 298位当~
夏梅小学校生徒による 防火 ポ

3月 13日(木) スターの展示会。
(消s)i署!註卓け耳)

3月 9 日(円) 地震、火災の時どのような行
今τ首iT10fl寺 宜的をしたらよいか防火のため
午後 1時 の映写会。
午後 3時 (消防署内教養部i練室 )

3月 9 臼但} レインジャー訓練風景
午前 9時 30分一 (消防署由三車場)

3月 98(日) 消火器内薬液詰替、紙 売 、取
3月 9 日(日) 級要領、そのf也防火円相談。
午前 9時 30分一 {薬j在 詰 容 は 多 少 の費 用 カ
午後 3時 30分 かかります)

(消防箸!tj車場 )

匿豆b

〈一般火気からの火災実例〉

火災になった話には、火災を起こさないため

のアドバイスがし‘っぱいつまっています。

⑬たばこの火を小さいと思ってあなどるな/

江戸時代からたばこ火による火災があったと

いう話です。そして現代でも火災原因第l{立。

今も昔もたばこ火をあなどっているようです。

もうそろそろその危険性を知ってもいい頃。

女子高校生A子、好奇心の強

い年墳。こっそりたばこを吸

ってみた。もみ消したすいが

らは、「裁に知れたら /デー示 品
('-.dlJ) 智大変」と、ちり紙に E 、~. ν 

包んで紙〈ずかごに

すて、そのまま外出。

その後すいがらの火

が燃えだし、紙くず

からカーテンへ燃え

A子宅は全焼。

匿豆f>

間
出
畏
年
金
保
険
料
が

月
か
も
一
一
一
、
七
七

O
位

和

悼

H
V
ま
す

国
民
年
金
の
保
体
侠
料
が
今
年
の
四
月
か
ら
一
ヶ
月
に
つ
き
三
七
七

O
円
に
変

わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
人
が
年
年
増
え
て
い
る
の
と
、
物
価
の
上
昇
に

あ
わ
せ
て
皆
さ
ん
が
い
た
だ
く
年
金
額
が
毎
年
増
額
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

年
金
給
付
費
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
料
の
積
立
金
と

そ
の
利
子
、
さ
ら
に
留
が
負
犯
す
る
国
庫
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
民

年
金
の
財
政
を
よ
り
健
全
に
す
る
た
め
に
年
金
額
を
引
上
げ
、
そ
れ
に
伴
な
い

保
険
料
の
額
を
改
定
す
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
負
担
も
何
か
と
大
変
で
し
ょ
う

が
、
よ
り
よ
い
年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
保
険
料
の
山
引
上
げ
に
つ
い
て
ご
環
解

く
だ
さ
い
。

間
出
展
年
金
の
特
鯛
納
付

あ
と
一
一
一
月
繍
明

い
ま
実
施
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
の
特
別
納
付
の
締
切
り
は
六
月
一
一
一
十
日
で

す
。
そ
れ
ま
で
に
三
ヶ
月
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
は
、
一
時
の
思
い
違
い
や
、
忙
し
さ
に
ま
さ
れ
た
り
、
経
済
上
の
理

由
な
ど
か
ら
、
国
民
年
金
に
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
や
、
保
険
料
を
滞
納
し

た
た
め
に
年
金
を
受
け
る
資
絡
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
な
ど
に
つ
い
て
、
未

納
の
期
間
を
納
め
れ
ば
年
金
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
今
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
な
ど
任
意
加
入
の
人
は
こ
の
特
例
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

。
特
例
納
付
の
額

未
納
期
間
一
ヶ
月
に
つ
き
四
、

0
0
0円
で
す

0

0
特
例
納
付
の
取
扱
い
期
限

昭
和
五
十
五
年
六
月
三

o
gま
で

特
例
納
付
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
年
金
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ

去、ぃ。

一
国
体
生
年
金
〕

}
の
遺
藤
年
金
壷
鑓
げ
て
お
も
れ
る
方
へ

船
員
畑
体
験
}

A
a
一
時
昌
ま
で
仁
「
蟻
現
購
」
を

し
ま
し
ょ
う

「
現
況
届
」
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
受
け
る
た
め
に
、
年
一
度
必
ず
提
出
し
て
い
た

だ
く
大
切
な
届
け
で
す
。

今
回
、
現
況
騒
の
提
出
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
厚
生
年
金
と
船
員
保
険
の
年

金
受
給
者
の
う
ち
、
遺
族
年
金
、
通
算
遺
族
年
金
お
よ
び
特
例
遺
族
年
金
の
受

給
者
で
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
三
月
中
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接
、
本
人
あ
て
に
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
押
印
の
よ
、
市
区
町
村
長
の
証
明

を
受
け
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
四
月
十
五
日
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
年
金
の

支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
先
は
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
三
ノ
五
ノ
二
四
、
社
会
保
険
庁
年
金
保

険
部
業
務
第
二
諜
で
す
。
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j 県民突通災害共済iこ
! 家族そろって加入しましょう ; 

車墨年度加入受付開始争

雪量加入者の換済期間が議持議官自で繰ります。
♂J継続加入事続iまお単勝、広/。ハ

第99号

万一の時，お支払見舞金は
死亡: 官軍事連)JJ丹
最高傷害:霊轟万円
弱揮毘舞金:事首選万円

等級 災害区 分 見舞金額

1 予E 亡 100万円

2 治療実日数 181日以上町{詩書 25万円

3 治療実臼数 151日以上町傷害 18万円

4 r古諜実釘数 1218以上向俗芸罫 15万円

5 治療実回数 91日以上町俗答 10万円

6 治療実臼数 回目以上町傷害 8万円

7 治療実日数 41日以上向{話番 6万円

8 治療実日数 21日以上の傷害 4万円

9 治療実日数 8日以上町傷害 2万円

10 治療実日数 3日以上司{詰寄 1万円

身障 身体障害者 1紐・ 2組該 当 30万円

番記事事何

事静静門

@共済期間は

毎年語審丹官自から

翌年の草月事自由まで
(途中加入の場合同込み)
の翌日から 3月31臼まで

費

1年聞大人

中学生以下

@会

t" 

み
ん
な
で
楽
し
く
参
加
し
よ
う

第

3
田
町
民
オ
リ
工
ン
一
ア
l
リ
ン
グ
大
会

も

地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
、
野
山

を
歩
き
、
自
然
に
触
れ
る
と
同
時
に
体

力
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

0
5

時

3

月
9
日
(
日
)

山
川

8
時
吋
却
分
受
付

夏
海
小
学
校

無

料

小
学
校
男
子
の
部

小
学
校
女
子
の
部

中
学
校
努
子
の
部

あお

O
集
合
場
所

O
参

加

料

。
参
加
対
象

お

中
学
校
女
子
の
部

一
般
の
部

家
族
の
部

ベ
ア
の
部
(
史
君
事
占

弁
当
、
水
飴

赤
ボ
ー
ル
ペ
ン

町
教
育
委
員
会

宮
川
5
1
1
1
(
内
線

)η

@
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

、
玉
砕
{
回
大
洗
オ
リ
エ
ン
テ
i
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

O
携
行
口
問

O
申
込
み
先

昭和田年3Fl18

た
だ
い
ま
県
立
水
戸
商
高
等
学
校
で

は
通
信
制
課
程
の
生
徒
を
次
の
よ
う
に

募
集
し
て
い
ま
す
。

(
一
二
十
代
以
上
の
方
も
多
く
学
ん
で

お
り
、
ま
た
乳
幼
児
を
も
っ
人
の
た

め
に
託
児
家
も
あ
り
ま
す
。
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
)

戸
い

一
、
応
募
資
格

O
中
学
校
を
卒
業
ま
た
は
、
昭
和
田

年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者

二
、
募
集
人
員

。
普
通
科
約
一
一
一

O
O名

願
書
受
付

電話l援の掲載繍明由民ついて

の掲載締切昭和55年度版電話帳 (50音別・職業別とも)

日は昭和田年 3月24日(月)、 発行日は昭和55年 8月 1日で

す。

お手元の電話帳でご自分の掲載名をご確認のうえ、掲載

名変更等をご希望される方は、お早め(3月20日頃までに)

に電話局へお申し出くださるようお願い申し上げます。

(居期18ヶ月)

あ1d:涯の世帯で

0 出生・死亡(死亡は 7日以内)

o転入・転出・住所の移動

0社会保険に加入、脱退などがあったときは

グ〉なお、次回発行日は昭和57年 2月 1日

予定です。

大洗電報電話局

6局2991番(無料) 併記以内iこ腫出を器忘れおく/

気
、
が
る
に
相
談
し
て
下
さ
い

不
動
産
登
記
法
、

高
業
登
記
法
曜
か

O
土
地
の
分
筆
、
合
筆
、
地
自
変
更
、
不
動
産
表

更
登
記
・
建
物
の
新
築
、
増
築
、
減
失
等

O
境
界
門
題
の
調
査
、
測
量

。
不
動
産
の
売
買
、
相
続
、
贈
与

。

四
月
六
日
(
日
)

午
前
十
時

i
午
後
三
時

水
一
戸
京
成
百
貨
宿
(
二
階
レ
ス
ト
ラ
ン
前
)

勝
田
商
工
会
館
(
三
階
第
一
研
究
室
)

那
珂
湊
市
公
会
堂

笠
間
市
市
民
体
育
館

と

き

一
、
と
こ
ろ

費支
表
示
変 ご覧記なれる方、盟定資産の所有者、その他関係者、納税管理人l

3 3 3 3 3 3 

3 / 17 

3 3 3 3 3 月
/ / / / / / / / / / / / 
31 28 25 24 19 18 I 12 11 10 6 4 3 日

母 3 機 2 母 機 母

病成人ク

機 2 手し 機 2 

歳 書E 歳 子 ムHkE 古老 歳 能 歳 毒草
子 関 児 {呆 回 子 回 児 児 図 縫児!尽 健 健 業
本目 復 康 1建 {夏 中日 {夏 康 健 {夏 康

健 言11 本E 教 言11 一 言11 手話 言11 キE 名、ソ
言長 診 練 主主 室 練 言長 ク 練 雲ロ必火ミ 診 主事 言長

妊 Bg B百 す障 i荷 妊 す障 妊 成 す l意 J祷 生生 す障 I荷
告帝 手口和 る寄 2 る寄 世帯 人

者る 害者
2 後後

者る 者害 2 
及 51 51 者者 歳 者者 及

病患
歳 7 2 歳

ぴ 年年 てい !l) 骨量 で び で σコ カカ で !l) 
対産 12 12 機 誕 機 ilii 者 機 誕 月月

ム機円レ5 
誕

後 月月 古E 生 言E 後 及 古E 生 i I 生
♂〉 31 1 思 日 図 ♂〉 び [ij] 日 8 3 図 日

象母 日目 f筆 {夏 母 {重 カカ f室
性 生 言11 達 司1 性 時正 言月 逮 月月 司11 達

ま 練 し 練 {主 綴 し !l) 練 し
者tL を T二 を 民 を た 者 を fこ

た 必、 幼 必 必 幼 必、 幼
者 要 児 事是 要 児 要 児

と と と と

自 1 9 9 l 9 9 1 9 9 1 l 9 
ぷ"f!:

3 P寺 2 P寺 3時 3 ~寺 2時 3時 3時 2時 3 時 3時 2持 3時 3時
イ寸時 30 時 15 時 30 時 30 時 15 時 30 時 30 自寺 30 自寺 30 自寺 30 時 15 時30 時 30
時00分 30分 00分 00分 30分 00分 00分 30分 00分 00分 30分 00分 00分
間分 1 分 l 分 1 分 l 分 i 分 i 分 i 分 i 分 j 分 l 分 i 分 l 分 i

」叩阻

防
衛
庁
で
は
、
二
等
陸
、
海
、
空
士
の
自
衛
官
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

採
用
に
な
り
ま
す
と
特
別
国
家
公
務
員
と
し
て
身
分
が
保
障
さ
れ
る
と
と

も
に
、
各
種
の
技
術
教
育
が
受
け
ら
れ
回
出
家
資
格
免
許
も
は
ば
広
く
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
勉
学
し
た
い
人
は
高
校
、
大
学
(
夜
間
部
)
に

通
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

若
い
皆
さ
ん
の
応
募
を
心
か
ら
期
待
い
た
し
ま
す
。

O
応
募
資
格

満
叩
日
オ
か
ら
お
才
未
満
の
男
子

O
初
任
給

八
万
八
千
四
百
円
十
ヶ
月
た
て
ば
一
企
に
券
佳
し
九
万
六
千
百
向
、

ボ
ー
ナ
ス
は
年
3
筒
、
そ
の
他
各
種
手
当
、
食
事
代
は
も
ち
ろ
ん
制
服

等
被
服
は
無
料
で
支
絵
さ
れ
ま
す
。

O
退
職
年
金

一
年
j
十
五
年
未
満
の
を
職
者
に
は
、
退
職
一
持
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

十
五
年
以
上
勤
務
し
た
人
に
は
(
幹
部
は
お
年
)
退
職
年
金
(
終
身
年

金
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

0
休
暇
外
出
等

有
給
休
暇
は
年

μ
日
の
ほ
か
、
年
末
年
始
特
別
休
暇
そ
の
他
が
あ
り
、

外
出
は
平
日
の
課
業
待
問
終
了
後
、
土
問
唯
日
は
午
後
、
日
曜
日
、
祝
日

は
朝
か
ら
許
可
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課
総
務
係
へ
お
問
い
合
せ
下
き
い
。
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